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カンボジアが 90年にわたるフランスの植民地支

配下から脱して完全独立を回復したのは 1953年11

月であったが， 当日寺はまだいわゆる「インドシナ

戦争」の最只中であり，園内は必ずしも平和では

なかった。そのうえ，経済面における独立国家と

しての体制がまだ確立されていなかった。翌19:54

年7月のジュネーフ守における 「インドシナ休戦協

定」や同年12月のフランスおよびインドシナ 3国

を合わせた「4カ国経済協定」の成立を経て， 翌

1955年1月l日以降，カンボジアはフランスの手

を離れてはじめて自国の通貨，関税，外国為替な

どに対する自主的管理権を行使することとなっ

た。ここにカンボジアは独立国としての経済体制

を具備したのである。

またこの年はシアヌーク国王の退位が行なわれ

さらに退位直後にその前国王によって今日までカ

ンボジア政治を導いてきた政党サンタム（Sangkum,

人民社会主義共同体〉が結成された点からして，カ

ンボジア政治史を大きく特色づける年であったと
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されている。けっきょく，カンボジアの独立国家

としての歩みは，この 1955年に始まったとみなし

てよいであろう。

さて，この1955年から1968年の現在まで，一貫

してシアヌーク元国王の統率下に国内的な「王国

辻会主義J と対外的な「中立政策」を忠実に履行

してきたサンクムの歴代内閣は， 2カ年計画， 第

l次5カ年計画， さらに第2次5カ年計画などを

策定・実施しており， これらの開発計画を中心に

自国経済の再建と発展に種々の努力を払ってきた

のである。典型的な農業国家としてのこの国の性

格からして当然のことながら， それらの開発計画

ではつねに農業開発が重視されてきたが， 農業水

利政策は， その農業開発政策のうちでももっとも

重要な一環としての役割を終始担ってきたのであ

る。 自然降雨とメコン河の流れに全面的に依存し

てきたこの国の農業は，水供給の量とタイミング

においてつねに洪水と早魁という両側面から生産

の不安定性に悩まされてきたのであり， ここに農

業生産の安定・増大のための水の合理的利用とい

う観点から必然的に人工的な治水・i望視すなわち

農業水利事業の重要性が浮かびあがってくるので

ある。

筆者はさきに「カンボジアにおける農業水利事

業の歴史的展開」（『アジア経済』，第8巻第11号，昭

和42年11月〕と題する論稿において，1953年11月の

完全独立回復以前のこの国における農業水利事業

の展開について考察したが，本稿はその続編とし



て，完全独立達成以後のこの国における農業水利

事業について若干の考察を加えようとするもので

ある。

I 農業水利のタイプ

現在のカンボジアにおける農業水利事業は， そ

の事業主体により， あるいはまた技術・形態によ

って種々のタイフ。に分類することができる。

まず事業主体を基準としてそのタイプ。を考えて

みよう。独立後のこの国の農業水手lj事業は，（1）ま

ず国家の経常予算により， あるいは経済開発計画

の一環として，国家の手により計画，実施された。

なお独立後のカンボジア政府における農業水利事

業担当機関は 1956年までが水利航仔局と農業土木

部（Divisiondu Genie R叩 al）との共管であったが，

その年以降農業土木部の専管となった。農業土木

部は当初はフランス統治下時代からの伝統をひい

て土木省に所属していたが， 1959年より農業省の

義務局（Directionde l' Agriculturめに移管されて現

在に至っている。 1964年現在で，農業土木部の職

員は部長以下約100名を数え， Phnom-P巴nhの中

央事務所のほか， Siemreap(Siemreap州）， Battam 
－ 

bang (Battaml,angリ‘l、｜

ChamfトI), Prey Nop (Kampot 川）， Kompong Sne 

(Prey Vengナl、｜

Kamr巴ng(Pursat』+I)などに出先事務所（Centre

des Travaux du Genie Rural）を有してU、た。なお

こうした国家の手によるプロジェクト実施の際，

これを補完するものとして， この国の特色ある国

造り方策として 1958年から実施されるに至った官

吏，軍人，学生，僧侶など全国民の参加する労働

奉仕（TravailManuel）が用いられ，「水キヤンベイ

ン」の一環として遂行されたほ I）。年間少なくと

も15日聞を提供するというこの国民運動としての

労働奉仕活動は，工事の経費節約という点からも，

きわめて有効なものとなっている【注2）。

つぎにこのような国家のみならず，（21各州政府

が独自に事業主体となって実施した小規模農業水

利事業もある。この場合にはとくに上述の労相j奉

仕活動が大きな役割を果たすこととなっている。

このほか（3）民間ベースで実施されている濯i偲

あるいは農民各自によって慣行的に実施されてい

るごく零細な農業水利も存在する。たとえば，主

としてフランス資本の経営にがかるゴム・プヲン

テーションでは相当の規模で独自の濯慨を行なっ

ており，果樹園でも井戸あるいは渓流からデ、イー

ゼルポンプで揚水し濯瓶を行なっているものがあ

る。また自然堤防上での畑地では小規模ながら堤

防で農地を囲み， ポンプで濯慨を行なっている例

がみられる。 このほか一般農家で用いられる水利

方法には2人で行なう紐っき慌による瀧概，手jlド

式柄拘による瀧概，眺つるべ濯i銃があり，踏車，

竜骨車，＊車など（注目も使用されてし、るo

さらにまた，（41この時期における国連 ECAFE

の準下部機構ともいうべきメコン委員会の手によ

るメコン河総合開発計画の調査事業の進展ーととも

に， その重要な一環としてのカンボジア国内の関

係プロジェクトの調査も推進されたのであった。

このように， この国の農業水利事業をその推進

主体別に分類してみても，大約四つに分けること

ができる。

以上の事業主体別分類に対して，一方，これを

農業水利の技術・形態面からみれば， また種々の

様式が存在する。すなわち， まず低地の農業地帯

ではつぎのような水利方式が実施されている。

（乱）洪水防禦

主としてメコン本流域で，雨季の氾濫水の急激

な増加によって被害をうける排地を周囲堤によゥ
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て保護し，生産の安定を図ろうとするもので，堤

防に氷の出入を調節する水門を設けて， つぎに述

べる沈泥濯i慨を併せ行なうことがある。

(b) 沈泥濯概（colmatage)

メコン河の後背湿地の畑作地帯に肥沃な氾濫水

を導入し，濁水中に含まれる泥土を沈澱させて肥

培効果をあげるための水路柄削の事業である。

海水防禦

タイi割合岸の低地農業地帯におし、て，堤防を構

築し農地を海水の侵入から防禦するとともに，逆

流防止也管によって内水排除を行ない，塩水によ

る被害を防ぐための工事である。

(cl) 溜池建設

小支流を横断して堤酢を築き，雨季の増水を利

用して貯水する方式で， 水は主として乾季稲栽培

用の濯慨に利用される。

これに対して，やや高地の農業地帯ではつぎの

ような水利方式が用いられることが多い。

（巴） 河川から直接取水する濯概組織

これは河水の自流を分水して濯j陵地j戒に水路で

導くものである。水源となる河川｜に年間を通じて

ある程度の流量が期待できること， とくに雨季の

初期に取水できること，濯概区域は適当な標高関

係にあることなどが本事業実施地区の条件とな

る。

(f) 河川から取水しU、ったん貯潤して行なう濯

概組織

雨季の増水を利用して河川の水を貯水池tこ導入

し？ その貯水を利用して雨季作の補給を行なうと

ともに，乾季作のための濯慨も行なうというもの

である。

（バ）その他

前述のポンフ。揚水，？に手Jrrj¥f耐勺，踏ιti:，竜

骨！If,1kllL, JOl’〉る〆ごなどがこれに相当しよう。
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以上のような種々の形式を tつザロジニクトの

目的としては，すでに若干ふれたところであるが，

まず第1にこの国の主要農産物たる米作につい

て， とくにその雨季作の作柄の安定であり，また

ヘクタール当たり平均籾1.1トンという低収量か

らの唱収を図ることとされている。 また従来の雨

季 1毛作地帯；こ乾季の裏作を導入して 2毛作地化

することも重要目的として掲げられている。その

ほか従来水の過多・過少によって耕地化されてい

なかフた土地を耕地化すること，農業開発政策の

重要な一環fr:なす農業多角化の線に沿って畑作物

の導入，増産を図ることなども意図されている。

このように種々の目的をもち， また各種の主体

と形態によって実施されてきた独立後のカンボジ

アの農業水利事業について，以下その実施内容と

その成果ならびに現時点での問題点について考え

てみよう。

C 11: 1〕 Charles恥foyered., Camhodge (Phnom-

Penh, Minist占rede i’Information, 1962), p. 178.ま

た永岡迎三／！II「カンボジアにおける労働奉仕匡l民運動

山民間」〔『アジア経済』，白ii2 ：＆一切， 3号，［田和初年5

月〕， 98～101ベージ。

（ι2〕 容者のカンボジア農業省段業土木部での
川さとリ調五によれば，特定水干IIプロジェクトを国の

：｜［業土！て係択する場合の経済1主力判〉こは〈グヌ－ ,~ 

iたり ・Ji:業費3000リエノレ（85.7U.S.ドノレ， なt,35リエ

ノレ＝ 1 U.S.ドノレ， 1リエノレ（ま10円強〉以卜であること

企一応の日法？としているようで， これ以上経費がかか

る場合は受店主政民を，1，心に， このッ；｛到来仕作業によっ

：桁う力箭がとられているとのことである。ちなみに

これまごの主要プロジェタトのうち BaraiOccidental 

のヘケ立ール当たり事業費が84.6ドノレ， PreyChhor 

刀、：57_4I・ ノレ， Prey Nopが幻.8ドノレとなってL、る（カ

ン＋ ＇／ア民業省長業土木部資れ EtatRecゆitulatif

des Travaux d’hyclraulique executes jusqu’d cette 

date, n. cl.〔1961年末？〕より計算）。

(IL ,l) Jean Delvert, l,e Paysan Ca111hodgien 

(Paris, 1961)，ド1'・2211～22(i. 



II 111内プロジェクトによる農業水利事業

1. 国家による農業水利事業の展開

i 1 I 2カ年計画期における農業水利事業

独立直後の 1955年オ乙カンボジアはまず戦乱に

よって荒廃L1ニ経済の再建と自立化をめざして，

1956年 l月l日より 1957年12月末日までを対象と

する「経済世会調発2カ年計商」を策定・実施し

／之。この計画での投資総相は 3S｛意リエルで，その

投資配分におL、て生産部門と下部構造部門の問誌

に重点、がおかれ， おのおの総額の38%(13億3000

方 1）エノレ〕ずつが害1］り当てられた（第1安〉。

農業水利はこのうち生産部門に含まれている

が、農業水利改良目録作成， 技術者の養成と新規

採用， 各地の改良工事，土木機械の購入，農業水

利工事，資材置場の改良などを含む農業水手I］に対

して，総額3億3700万リエル〔195G年度分］億3250

方， 1957年度分21志0450万〕が割り当てられており

（注U，これは生産部門の投資予定額の25%を占め，

また 2カ年計画生投資額の 9.6%に相当していた

ことが判明する。

つぎにこの計画の実績にっし、て検討するが， ま

ずこの計画の終了期につk、ては司経済開発事業の

実桔が毎年11月から翌年4月までの乾季にオコいて

著しく進行するという気象条件を考置し， 計四終

了期は当初の 1957年末から1958年6月初日に変更

されたことを記しておこう。

2カ年計画の部門別実績につし、ては第 l表のご

とくであり，下部構造部門においてもっとも大き

な成果をあげ，目標の114%に達したが，全体とし

ての計画達成率は約70%に終わった。そしてその

際の実施安出額の SJ%までが外国J雲町Jに依存して

いにことは3 この計画の大きた杓1肢であり，独立

i直後におけるカンボジアの国内資木の欠如の状況

をよく反映したものといえよう。

さて，この 2カ年計画における生産部門での実

績をみると計画の30%を達成したにすぎなかっ

た。でのセクション月lj実績は第2表のごとくであ

り，農業l)(f:ij百で、の支出実績は 1956年度4226万リ

エ／｜／‘ l9.17年皮2734万 I）エル， 1958年度前半1800

7i Jエルで，総額8760万リエノレに達したが，これ

は計回での支出予定額が 3億3700方リエルであっ

たのに対してはその 26%を達成したにすぎなかり

た。また生産部門での支w実績は億0470万リエノレ）
におし、て農業水利はその21.6%を示し（当初JAi固で

は~5 3%), '.2カ年計画全体の実績においてはその

3.6%iことどまった（当初計画では9.6%）。以上のよ

うな 2カ年計画の終了期 (1958年〕におけるカン

ボジアの濯瓶面積は 3万8000ヘクタール， 冠海水

・洪水防禦面積は 1方3000ヘクタール， 合計農業

水利面積は 5万1000ヘクターノレに遣したのであっ

たUt2 l。なおこれには沈泥濯概面積l方7000ヘク

ケー／レが加算されておらず3 これを合わせると全

農業水利面積は 6ガ8000ヘクケーノレに達していた

ことになる。

さてうこの 2カ年計画で対象となった農業水利

一戸ロジェケトとそのために直接必要とする投資金

額の配分とは第3去のごときものであった。し、ま，

この 2カ年計百で実際に取り上げられた各ヅロジ

工ケトにつき， 筆者が農業土木部や現場で得た資

料や知見を中心に若干説明を加えるとつぎのよう

になろう。以下のプロジェク卜の中には第3表に

含まれているプロジェクトもあれば， それに含ま

れてし、ない寸。ロジェクトも若干存在する。

く実施されたプロジェク卜〉

A 氾it(i7)<防禦

（イ） Ch＂山 tlぷPrey(hιL 11am ,J!-IJ 
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第 l表 2カ4°・H函の投資配分と実績

（単位 100方リエル）

一－~；旦長；：院自童生守喜一！守~子
一般｜川 35. 31 34 . 7! 20 I 90 01 s 1 
生産！ 1,3301 75.Gj 164.ll 165 I 404.71 30 
下部構造l 1, 3301 403. o 837. 2: 281 11.s21.2i 114 
住会施設1 6651 124. 5 171. 51 96 I 392 O! 59 
行政， -1 9. 91 17. oi 19 I :10 9j 

合言ト； 3,5 附 3:1’2

〈出所） 永回どz三郎編『カンボジア．ラオスの経済
社会開発』（アジア経済研究所， 1962年〕， 69ペー
ジ。原資料は Ministere du plan, A11n11aけC
stαtistiqueγetγoせ，cctifdu Camhodge (l＇.勺3もi);
Banque ＇.＇..：日tional巴 ζlu Camboclge， β111leti11 
111ens11el (F cb. 19:59). 

第2表 2カ年計画の生産部門の七クション）Jlj実績

（単位.100万リエル）

｜吾L市 11956年1957年11958年1～｜実績｜達成準
己竺」広実話度実績＇ 6月実世｜今世」三位一

農業I113.ol 4.971 8.84. 12.0 : 2s 81! 22.s 
農業7Jq,1JI:137. 01 42. 2r, 27. 34 1s. o i s7. 001 26 
畜産Is1.01 9.86. 6.471 s.o ! 20.311 2s 
林業I92. 01 3. 241 4 351 2. o I 9. 591 10 
鉱・工業｜ 49.0I o.591 3 361 1.0 I 4.951 10 
生産援助I570 01 14.511113.531 128.0 25G.D41 40.s 

（出所〕 第l表に同じ。

詳細は不詳だが， 戦前，戦後に構築された堤防

（手引に補強が行なわれたのであろうか。

B 沈泥i蓮慨

（イ） Samrong Thom と KokiThom （し、ずれも

Kanclal j十｜）

両デロジェク卜の水路の泣深が 1940／ー卜 Yレに

わたって行ニなわれた。

C 海水防禦

LイIPr巴yKop （！くampot州）

防禦面積を従来の5600ヘクタールから本デロジ

ェクトの最終目標である 17; 2000ヘクタールにJ止、

大するために堤防の改築や日管 19の新設＇ 10の改

築が実施された。

D i留池による濯甑組織

（イ） Prey Kry ([S::ompong Chlrnang州）
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第 3表 2カ年計図での農業水利プロジェクトと

その投資配分 （単位.100ブブリエル）

［耐957投資l年支年支
和明｜出額l出額

大規模実施プロジェクト ｜ 
Bov巴l(B山 mb叫）！設備工事費 I 45 同計

1重量資材購入費｜ 15 5, 10 
Barai Occidental ( 11 i 10 5' 5 
(Siemreap) ¥ 11 i 30 10 20 

L…hang (Takeo) ｛；シ1~ ~ ~ 
( II i 5 1 4 

Damrn1k (Takeo) ] 11 I , 

Choeung Prey f堤防工事費 I 10 G 4 
(Kg. Cham) l重量資材購入費｜ 一；

r 11 1 6' G 
p町 Nop(Kampot) ¥ 11 I 5 5 

（周辺調査費｜ 4 4, 
Veal-Samna]J （設備工事費 I 10 2 s 
(Kanda]) （重量資材購入費｜ 35 15 20 

r v I 8 11 7 
Banan (Batlf¥lnhanp) ＼グ I10, - 10 

I II I 25! - 25 

f周辺調査 il~I町一7
総 計｛設備工事費 i1011 4川 61

（重量資材購入費 i1201 4~1 80 

〔出所〕 Royaume clu Camboclge, Plan d'equiρe-
ment biennal 1956 1957, p. 28より作成。
（注〉 ネLomchangの」賓の資材購入費は Lomchang

とDamnalζ 両工事用のものである。

貯水池の貯水量は500方立方メートノレ，濯i銃面積

1000ヘクタールの本プロジェクトが完成された。

（ロ） Kompong Sne (Prey Veng州）

戦前構築された貯水池堤防などの施設に改修が

施された。

かす Bat Rocar (Takeo州）

同じく戦前建設された施設に改修が加えられた

ものである。

（ニ.） Lomchang 

これも戦前構築された堤防は 4）に改修の手が加

えられf二。

E 小河川によるi謹蹴組織

げ） Bove！計画（Battaml〕ang州）

戦前，戦後に構築された施設の改築がなされた。

（ロ） Prey Chhor計画（Kg.Cham州）

1952年より引き続いて調査されてきた木プロジ



直接援動としてカンボジア王

国農業土木部に供与されてい

る。本プロジェクトの戦後分

所要資金総額は3500万リエノレ

にのぼった（注6）。

最終的に完成された形での

本プロジェクトの構造と規模

はつぎのごとくである（注円。

第1図

＠ 水路（単位：メートル）

導水路および

幹線水路

導水路

58,575 

1,750 

3,000 

7,875 

6,000 

4,000 

8,200 

15，。∞
2,000 

10,750 

155,000 

路

Barai Occidentalの周囲堤防上の道路 20,000

導水幹線

主幹線水路

第l幹線水路

第2幹線水路

第3幹線水路

第5幹線水路

第6幹線水路

第7幹線水路

支線水路

うち
,, 円心

。

，i

、I川
J

一－，， ,-h 王Kg.Cham 

PREY TOTUNG 一国道7号線

道＠ 

カンボジア農業省農業局農業土木部

ェクトは1957年で調査期を終わり， 1958年1月か

ら着工された。完成は1962年7月。 StungProsf可

を締め切って5キロメートルの導水路， 18キロメ

ートルの幹線水路， 63キロメートルの配水支線に

よって13～151／，の水を導き， 4000ヘクタールの水

田（雨季3000ヘクタール，乾季に1000ヘクターyレ）に濯

慨するプロジェクト世5〕である（第 l図〕。以上の

主要な工事はアメリカの技術援助を得て実施され

（出所〉

Baraiの取水施設までの道路 3,000 

堤築⑤ fこ。

かす 106,000 

42,825 

導水路および幹線水路に沿う築堤

自動車通行可能路

Khya (Kg. Thom 1十｜〉

うち

鉄筋コンクリート構造物

引7］＜，制御，配水用の構造物：

シェムリアップ河に可動分流ダム

⑮ 

第2井堰の建設が戦前構築された施設の改修，

行なわれた。

（ニォ Barai Occidental計画（Siemreap州）

1 1953年より再開された工事がこの時期も引き続

2 導水路の調節水門

導水幹線基点での貯水池からの取水施設 1

1959年末に完成された。貯水池いて実施され，

に設置される新しい取水口の設計図は1956年カ

ンボジア土木省土木技術局によって考案， 水位調節堰（幹線水路治いに2キロメートJレ

ごとに配置〉

作成さ

20 

88 

6ラ

支線水路起点の分水工

また1958年に作られたこの大取水樋管（2

連，底標高18メートル〉の水門扉はアメリカからの

れた。



本計画実現のた

その投資配分は第4

ことをその主要目標としていた。

九の投資総額は 80億リエノレ，

表のごとくであり，

5 

33 

水の排出，流出用の構造物：

直径1メートノレの2連式サイホン

直径1メートルの 1連サイホン

木製構造物

先の2カ年計画で特に不十分

に終わった生産都門にもっとも力点が置かれてい

るのが特f款である。

なおこの計画のための財源としては依然として

外国援助に強く依存せざるをえず，総額の31%に

当たる 25億リヱノレをこれに依存することとされて

41 

83 

① 

幹線水路にかかる矯

支線水路にかかる人道橋

本プロジェクト受益地（1万3000へクターなお，

カシポジアに対する外国援助供与国

としてはアメリカがもっとも多額を占めてきた

いた。従来，

／レ〕の各支線水路から派出するすべての末端水路

の掘削は受益農民たちにf壬されていることに留意

しておこう。

（言周査プロジェクト〉 カンボジア政府が，本言十画期間中の 1963年11月，

がこのアメリカからのいっさいの援助を拒否した

はたしてこのアメリカ援功拒否が本

V巴al-Samnap(Iくandal州）Lイ）

のであった。これはメコン本流の泥i監水防禦用のプロジェク

着工はつぎの計画期に行なうことと いま計画の成果にどれほどの影響を与えたのか，トであるが，

のところ具体的な数字で解答を与えることは困難本計画期は調査にあてられた。調査がどこまし，

かなりの影響を及ぼしたことはまちがであるが，

第4表

で進んだか明らかでない。

Banan計画（Battambang州）

上記 Veal-Samnapプロヅェクトと同様，着工

はつぎの計画期で本計画期は事実上調査にあてら

（ロ）

百分比（%）

40 
28 
24.5 
7.5 

門
造
設
門

部
構
施
部

産
部
会
政

生
下
社
行

調査の進捗状況は必ずしも明らかでなャ。

このプロジェクトlま Battambang市を経てトンレ

・サッフ。湖に流入している StungSangk巴rの水

.htこ。

100.0 
戦前に調査されたことを利用する濯概網計画で，

がある位8）。

第1次5カ年計画における農業水利関係

投資配分 （単位； 1000リエJレ）

部 門！投資総額｜第1優先｜第寝亮一
一一一一一一」一三竺土上立査一位L主主~
建設関係｜ 202, ooo I 170 ,5oo I 31,500 
資材関係 1 5「，oocI 50,000 I 
人 件費 1 6,000 [ 6,000 I 
その他 1 5,ooo I 5,ooo I 

「五示可 231,500 1 

（出所〕 Research & Micro品ImPublications Inc., 
Fint Fieゃ YearPlan of the Kingdo川 ofCam-

bodia .Z960 64 (SBTS No. 606), p. 7より作成。

第5表
第1次5カ年計1耳期の農業水利事業

5カ年計回における農業水利

いっそうの経済的発展をめざすカンボジアで

カンボジアの第1渉；5カ年計画の投資配分

（単位・ 100万リエル）

投資部門｜配分額｜

I 3,200 I 
I 2加 i1,960 I 

600 I 

合計＼ 8,000 1 

〔出所〉 Ministere du Plan, Royaume du Canbod-
ge, Le Plan Quinquennal わ・eahNorodom 

Sihanouk 1960-64，より作成。

(2) 

）
 

－
胃
且
f
l
i
、

上述した2カ年計画に引き続いて 1960年 1月

1日より1964年12月31日までの5カ年を対象とす

「経済社会開発5カ年計画」

ーク計画）を策定・実施した。

はう

（ノロドム・シアヌ
｝ア

'.;) 

31,500 言1・止〉、
口

この計画で比，年問

す

たいち本店l画完了時に総計において 16%増加する
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国民1人当たり拾生産額を 3%増加すること，



いないところであろう。

さて， ここで5カ年計画での農業水利に関する

計画内容を少し詳細にみてみよう。農業水利関係

の投資総額は2億6300方リエノレで， その投資配分

は第5表のようになっている。 ここに第1優先と

いうのはカンボジア国家投資分をさし，第2優先

とは外国援助による投資予定分をさしている。

この第1次5カ年計画における農業水利政策と

しては，大規模濯概網の建設と並んで，上述した

〈水キャンベイン〉の趣旨に沿って公務員・学生や

地域住民の労働奉仕で完成しうるような小規模な

農業水利施設を増強してし、くことが強調されてい

るのが大きな特色である。本計画ではその建設費

用のうちに特定のプロジェクト名をあげてし、ない

複数の溜池建設に 2500万リエル，公務員（の労働

奉仕〉により行なわれる水利事業費2500万リエル，

小規模水利事業費4000万リエノレ， 諸外｜における土

地開発用の水路建設費に 1500方リエルなどが計上

されているがほ引，これら小規模水利施設建設用

経費は総額1億0500方リエノレに達し，農業水利の

建設関係費（2齢 200ガリエル〉の 52%を占めてい

る。さらにこの建設関係費のうちには，上述した

農業土木部の地方出先機関施設の建設費500万リ

エルが含まれていたことを考え合わせると，実際

の農業水利プロジェクト用建設費に占める小規模

水利用経費の地位はさらに高いものであったこと

となろう。

以上のような各種の大小規模のプロジェクトを

合わせて，本5カ年計画での具体的濯i託目標面積

としては1964年末の濯瓶面積を 6万4000ヘクター

ノレ，冠海水・洪水防禦面積を 4万 1000ヘクターノレ

とすることがうたわれた（第6表〕。これは 1958年

C 2カ年計画終丁目的比で， i謹i使面積2万印00ヘク

ターノレ（68%），冠海水・洪水防禦面積で2万船00

ヘクターノレ（215%〕の増加を企図したことを意味

する。

第6表第1次5カ年計画における濯i慨目標

濯 i侠面積
冠海水・洪水防禦面積

（単位： 1000へクタ－Jレ）
1953 11958 ] 19倒（目標）

64 

41 

合計 I 32 I 51 I 105 
（出所） Minist在redu Plan, Royaume du Camba-

clge, Le Plan Quinquen町uPreah Noi-odom 
Sihanouli 1960-1964, p. 13より作成。

（注〕 本表には沈泥濯翫面積は含まれていない。同
面積は1953,1958年ともに l方7000ヘクタールで
あった。

なお， 本計画により建設される対象プロジェク

トとその投資配分は第7表のごとく定められてい

た。

第7表第l次5カ年計画における農業水利プロジェク

トとその投資配分

プロジェクト

建設プロジェクト
Barai Occiclental （完成）
Choeung Prey 
Bove! （拡張）
Samrong Thorn 

Prey Nop 
Prey Chhor（完成）
Lomchang 
Kanclal-Stung 
Barai (Kg. Thom)* 

調査プロジェクト
口anan
Veal Samnap 
Cheko (Sre Umbel) 

（単位： 10凹リエル）

投資配分額

800 
4,500 
45,000 
500 

7,000 
2,000 
200 
3,500 
13,000 

10,000 
3,000 
500 

〔出所〕 Research & Micro五lmPublications, Inc., 

First Five-Year Plan of the Kingdom of 

Cambodia, 1960-1964 (SETS, No. 606), pp. 8～ 

10より作成。
（注〕 キ 5カ年計画に入れられたのは本プロジェク
トの一部である。 Baraiプロジェクト全体の所要

資金は総額は4000万リエノレ，工事は1965年以降も
継続される予定。

(ii) 第 l次5カ年計画期の農業水利事業の実施

内容と成果
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つぎにこの5カ年計画に基づいて実施された農

業水利事業の内容について検討してみよう。いま

国家により計画・実施された個々のプロジェクト

に関する実施状況をみれば以下のごとくである。

〈実植されたプロジェクト〉

A 氾濫水防禦

(1) Cho巴ungPrey (Kg. Cham州）

前期になさ九ていた工事の補強工事が実施され

た。工費450方リエ1レ。

（ロ） Kandal Stung (Kandal州）

受益面積2000ヘクタールに達する保護堤防が構

築された。 この工事には労働奉仕も使用された。

(,~ Barai (Korn伊 ngThom州）

本プロジェクトの完成後は 2万ヘクタールを防

禦することになるが， この5カ年計画期ではその

一部〈予定費用では約3分のりを完成するにとど

まった。他の3小規模プロジェクトと合わせて4

プロジェクトで，防禦面積は本計画期末に llOOヘ

クター／レに達した。

B 沈i尼濯i飯

（イ） Samrong Thom (Kanda! 1十｜）

コンクリート造りの調節樋門への補強工事が行

なわれたのであろうか。工費50万リエノレ。なお，

近年沈泥濯i慨に関する新設プロジェクトはあまり

ないが，掘削水路の延長などによって受益総面積

は1964年末までに 1万8560ヘクターIレに達してい

る。

C 海水防禦

付） Prey Nop計画（Kampot十｜、｜）

堤防の改修，補強工事が実施された。工費700

万リエノレ。

D 溜池濯i慨

付） Chhuk Sar貯水池（Takeo州）

貯水量は 350万立方メート／レ，濯翫面積500へク

68 

ターノレ。

（ロ） Lompou貯水池（Kampot川｜）

貯水量は300万立方メートノレ，濯瓶面積430へク

ターノレ。

い） Veal Samdach Pratean Phal (Kg. Cham州）

貯水量250万立方メート／レ，濯瓶面積357へクタ

－；レ。

（ニ.） Stung Svay Ath (Pursat州）

貯水量40万立方メートノレ， j蓮瓶面積55へクター

ノレ。

（対 Pothivong(Pursat州）

貯水量40万立方メートIレ，濯i傑面積55へクター

ノレ。

（ベ O’Pak(Kratie州）

貯水量100万立方メートル，濯i慨面積142へクタ

」一／レ。

（ト） Trapeang Romhach 

貯水量150万立方メートノレ，濯甑面積214へクタ

ール。

（引 O百nach(Svay Rieng州）

貯水量200万立方メートlレ，濯概面積300へクタ

一／レ。

（リ） Beng Trapeang (Kg. Speu州）

貯水量40万立方メートル，濯前面積55へクター

Jレ。

（ヌ） Po Ang Krang (Kg. Speu 州）

貯水量40万立方メートル，濯i霞面積55へクター

ノレ。

以上， ChhukSarから PoAng Krangに至る

10の小規模プロジェクトは1960年から1961年にか

けて，農業土木部の計画と指導のもとに，主とし

て労働奉仕を利用して完成されたものである。

v防 Lomchang(Takeo州）

古い堤防に対する補強工事が実施された。工費



20万リヱル。

（ヲ） 0 Kraing Ambal (Kompong Speu州）

濯瓶面積750ヘクターfレの本プロジェクトが工

費423万3200リエノレで完成された。

E 小河川による濯瓶組織

付） Prey Chhor計画（Kg.Cham州）

1958年より開始された本工事は 1962年7月に完

成した。当初4000ヘクタールだった濯瓶面積が第

1次5カ年計画においてさらに周辺2000ヘクター

ルが追加され，けっきょく 6000ヘクターノレとなっ

た。本プロジェクトの全費用は 1166万6100リエノレ

で，その内訳はアメリカ経済援助より 816万2790

3エル，国家予算より 159万3278リエノレ， 5カ年計

画予算より2000ヘクター／レ拡張用に当てられた

190万リエノレとなっている。なおこのほかに拡張地

域に若干工事が残されてU、たので， 5カ年計画で

本フ。ロジェクト用に予定されていた200万リエノレ

ば全部使用されたものと思われる。

Prey Chhor計画の構造と規模は以下のごとく

である（注10）。

幹線水路1,2, 3の起点にあたる分水工 1 

支線水路分水工 30 

導水運河および幹線水喝し 2, 3の落差工36

調整堰 3 

木橋 9 

直径1メートノレの3連樋管 4 

（ロ） Barai Occidental計画（Siemreap州）

5カ年計画が開始された時期には，本プロジェ

クトの工事はほとんどすべて完了していたが， な

お補充的な工事がいくぶん残っており， その完成

のために80万リヱルが支出されたものであろう。

川 Bovel計画（Battambang州）

従来濯瓶面積3万ヘクターノレのこの謹瓶網をさ

らに1万5000ヘクタール受益面積を増大させる計

画がこの5カ年計画でたてられ， アメリカの技術

援助のもとに工事に着手された。のちアメリカ

援助を受け入れなくなって以後はカンボジア側技

術者のみによって工事が進められ， 1964年8月に

O'chikのコンクリート可動壊の建設（工費950万リ

エノレ〉が完了した。その他，拡張のための工事と

＠水路

導水路

（単位．メートノレ〉 しては主要道路27キロメートノレ，幹線水路（25キ

5,600 ロメートJレ〉の掘削，支線水路3本（計・25キロメート

幹線水路1, 2, 3 

支線水路30本

17,800 1レ〉の掘削，延長8.5キロメートルに及ぶ三つの濯

63,100 概組織の建設，幹線水路に沿った新しい道路の建

謹概区域内の排水溝

拡張区域の幹線水路

拡張区域の支線水路

15,200 設などが実施された。 U、上のための櫓工費4500万

7,600 リエルは5カ年計画より支出されたのである。

17,000 （ニ.） Chrap (Stung Treng 1+1) 

＠道路

ダムに近づくための道路 5,600 

幹線水路1,2, 3沿νの自動車道路 17,800 

＠ 主要構造物（若干の拡張用工事は含まず〕

ダムおよひe水円

余水吐水門 1 

導水運河取入口 1 

本プロジェクトの流水量iま4001/sec，濯瓶面積

は300ヘクターノレとなってU、る。本工事は1960～61

年に多くの労働奉仕を利用して完成された。

〈調査フoロジェクト〉

A 氾濫水防禦

何） Veal Samnap (Kanda！州）

先の2カ年計画期に引き続いて今度の5カ年計
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画期も依然として調査プロジェク卜とされてし、

る。その調査費用は 300方リエル。

B 海水防禦

（イ） Cheko (IくohKong州）

Kompong Som湾で Sihanoukvilleの対岸に当

たる所であるが，その Chekoで4000ヘクタールの

農地を堤防構築によって，海水から防禦するプロ

ジェクトが立案され， 50万リエルでその調査がな

されることになった。

C 河川による湛瓶組織

Lイ） Banan計画（Battamba昭州）

このプロジェクトも上記 VealSamnap計画と

同様， 先の2カ年計画lこ引き続いてこの5カ年計

画でも調査プロジェクトとされている。なお，の

ちにこのプロジェクトはカンボジアの国内プロジ

ェクトとしてではなし国連によるメコン河開発

計画の支流計画の一環として取り上げられること

になった〔後述）。

ではこの5カ年計画期における農業水利面での

成果は計画目標に対していかなる達成率を示すも

のであったのであろうか。いま，この第l次5カ

年計画の実績についてみると， 全体の支出実績が

44.3%という達成率に終わったことが判明してい

るが（第8表L部門別の詳細などは全く不明であ

る。

そこでいま農業水利面積の面から評価してみよ

う。筆者の計算によれば， 1964年末でのカンボジ

アにおける濯概面積は 7方4875ヘクター／レ（国家

のプロジェクトによるもの6万6750ヘクタール，州事業

としてなされたもの8125ヘクタール〕，冠海水・洪水防

禦面積が 1777770ヘクターノレ〔国家によるもの l方

7370ヘクタール，州によるもの400へクター／レ）となり，

両者の合計は 977 2645ヘクターノレに達していた
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第8表 カンボジア第1次5カ年計画の支出実績

（単位。 100方リエノレ）

｜計画額｜実績額

I；亨割重品｜装品！支出実績｜物ヂ

1 9 6 o I 1,500 I 850 I 650 I 700 I 46. o 
1 9 6 1 I 1,400 I 850 I 550 I 700 I 50. o 
1 9 6 2 I 1 , 600 I 1 , 100 I 500 I 700 I 43 . 7 
1 9 6 3 I 1, 700 I 1, 2so I 450 I 400 I 23. 5 
1 9 6 4 I 1 , 800 I 1 , 450 I 350 I 1,050 I 58. 3 

言I・ IトoooI s,soo I 2.soo 1日 oI 44. s 

〔出所〉 Ministere du Plan, Annua口estatistique 
1・etrospectif du Cambodge (1958-61）および
Anmぱ日・estatistique du Camb，コdge1963 64よ
り作成。

と考えられる（これには1964年末現在での沈泥濯瓶面

積1方8560ヘクターノレを含んでいない〉。したがってこ

れによれば， j謹i銃面積では 5カ年計画での目標を

1万1000ヘクターノレ超える実績を示したが，一方，

冠海水・洪水防禦面積では目標の半分の面積にも

達しなかったわけである。そして両者の合計面積

ではやはり 5カ年計画での目標面積に l方2000ヘ

クターノレ及ばなかったことがわかる。

ところでこの農業水利面積9万2600ヘクターノレ

は当時（1963/64年度〉のカンボジアの米作付面積

229方6000ヘクターノレからすればわずかにその4%

にすぎなし、のであり， また依然として 2毛作の導

入がなされておらず， さらに低収量（へクタール当

たり籾収量平均1165トン）を続けており，作柄が自

然条件に左右されて年ごとに大きく変動Jを示して

いるなどの事実（第9表参照〉からみて，結論的に

はこの国の米作が自然条件に対する全面依存とい

う従来からの姿をまだほとんど変えるに至ってい

ないといわざるをえない。

2. 州による農業水利事業の展開

第l次5カ年計画期にはいって， 従来からの国

家プロジェクトに加えて， ナI・！単位で行なわれる農

業水利事業の成果が現われるに至った。その際，
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5

事業の実施に当たってもっとも中心崎役割を果た

したのは前述の労働奉仕運動Jであった。

この労働奉仕運動は 1958年ごろから急激に奨励

・実施されはじめた国民運動であるが， そのねら

いは貴賎を問わず全国民に労働の貴さと誇りを体

得させ， 官民の精神的紐帯を強化し，階級差を縮

小させることによって， 国民精神の高場と生産向

上および生活水準の引上け、をもたらすところにお

かれていたのである (1}11〕。そしてシアヌーク国家

元首みずからその運動の先頭に立って鍬を握った

のであった。公務員，軍人，学生，青年，僧侶，

農民たちがこれに参加したことはいうまでもな

い。カンボジアではこの運動によって多くの公共

事業一一道路， 学校，堤防，溜池，井戸などの建

設一一ーに成果をあげた。いま， こうした労働奉仕

を主体として実施された工事のうち農業水利面で

の初期の成果をみると，まず1958～59の両年で全

国でダムが3，水路70，溜池1638，井戸5000が造

成されている位12〕。

こうした後をうけて，前述したように 1960年よ

り始まった第1次5カ年計画における農業水利政

策としてはとくにこのような労働奉仕を主体とす

る小規模事業が重視されたのであった。事実，計

画初年度の1960年には2500ヘクタールの擢翫受益

地がこの労働奉仕によって造成されるとし、う大き

な成果をあげているのであるωω。

以上の成果はいずれも国家＝農業省農業土木部

の主体的な設画と実施によるプロジェクトに対す

る労働奉仕活動の貢献であったが， こうした国家

によって実施される農業水利事業とは別個に， 各

州が労働奉仕を主体にした小規模の農業水利事業

を計四し実施することも多かったのである。ただ

一般的には， 州・｜が中心となって行なう農業＊利事

業の場合にも，調査・計画は多く国家，具体的に

は農業省農業土木部によってなされてし、るようで

ある。筆者の農業土木部での調査によれば，個々

のプロジェクトにっし、てその実施を国家が担当す

るか外lが行なうかの判断基準は， だいたい受益面

積 500ヘクターノレを基準として， それU、上の場合

は国家が実施し， それ以下の場合には工事の実施

が州、｜に伍されることとされてし、るようである。 も

ちろん，州知事（（二bauvai-Kh巴t）の権限で州、｜独自の

水利事業を計画し， 国家から資金面および技術面

での援助・指導をうけて外同権限下に工事を実施

する場合も多く存在するわけである。

第1次5カ年計画の終了した 1964年末までにこ

の労働奉仕を主体に州独自（／）工事として完成され

た農業7）＜.利事業としては，大約以下のごときプロ
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ジェクトがあった。

Korn pong Cham 州 （単位：ヘクターfレ〉

0 Damrey Tram貯水池 受益面積 100

Troeung貯水池 100 

Thmar Pich貯水池 200 

O’chamlang Ko貯水池 200 

B巴ngKok洪水防禦淀 200 

Prey Veng 州

o’Ampeau貯水池 50 

Kanda！州

Peam Kabas洪水防禦堤 200 

Takeo州

o’cham Nou貯水池 25 

Svay Rieng外｜

V aico Occidental貯水池 50 

Kratie州

Tranoul Chhnang貯水池 500 

Battambang 州

Lolea貯水池 800 

Pring Chou貯水池 1000 

Kamhou貯水池 3000 

Kdal貯水池 1000 

Prasat Mean Bon貯水池 600 

Prasat Ta Phauk貯水池 500 

これら州独自の事業として行なわれた農業水利

の全プロジェクト合わせて， 受益総面積は8525ヘ

クターノレに達している位14)。この州事業の成果は，

第1次5カ年計画の終了した 1964年末現在での全

国農業水利面積において， 濯i段面積では8125ヘク

タールで全国濯概面積の10.SS%，洪水防禦面積は

400ヘクタールで全国洪水防禦面積の2.25%を占

めた。

このように州単位で実施される労働奉仕中心の

う－円／

小規模水利事業は，民族主義的観点からの全国民

の国造りへの参加という政治的意味においても，

また農村の遊休労働力の積極的利用によって工事

資金の不足を補うという経済的意味からも， さら

に地域的小規模事業であるために， それに密接な

利害関係をもちかっ当該地域の諸種の事情を熟知

した農民が計画・設計から実施段階にまで参加す

ることは， 事業効果という点でも非常に有効であ

るなどの利点があるために， 今後いっそうその役

割が重視されるものと考えられる。

3. 1965年の農業水利事業

第1次5カ年計画は予定どおり 1964年末をもっ

て終了したが，当初これに引き続いて 1665年はじ

めより実施を予定されていた「第2次5カ年計画」

は諸般の事情でその開始が延期された。翌1966年

もさらに 1967年も延期されて調整期間ということ

になり，けっきょく 1968年はじめより第2次5カ

年計画が開始されることとなったのである。 した

がって， 現在はこの第2次5カ年計画の実施期間

中ということになるが， われわれは遺憾ながら現

在までのところ， この新5カ年計画の内容を知り

えない。

ところで，この期間，つまり 1965年以後現在ま

での時期におけるカンボジアの農業水利に関する

資料はほとんど入手しがたいが，主として 1965年

の事情について断片的資料を整理すると， だいた

いつぎのようであったと思われる。

A 農業土木部の事業として行なわれた農業水

利事業

（イ） Prey Chhor (Kg. Cham川）

本フ。ロジェクトの拡張工事が行なわれ， 幹線水

路，支線水路合わせて5キロメートノレが新たに

1965年に建設された。

（ロ） Samrong Thom (Kanda！外｜）



施設増設が行なわれ， 水門に三つの自動7)(門扉

が設置された。

付 Prey~op (Kampot什｜）

海水防禦用堤の改修が行なわれ， 1965年 6月現

在で26キロメートノレが完成した。

B 州プロジェクトとして， 主として労働J奉仕

によって完成された事業

この時期においても前期lこ引き続いて労働奉仕

によって公共事業を展開する政策が重視されてい

るが， 1965年中にこうした労働奉仕によって完成

された小規模水利工事としてはつぎのごときもの

があげられる。 これらのプロジェクトによる受益

面積の合計は1575ヘクターノレに達するほ15）。

（イ） Sek Pong (Purs且t川）

貯水池が構築され，水田 500ヘクタールを濯慨

する。

（ロ） Khnar Chhmar (Kg. Chhnang州）

貯水池の貯水量83万立方メートノレ，湛概面積300

ヘクターノレ。

やす Beng Ang Chank (Kg. Cham州）

貯水池の貯水量410万立方メートノレ， 湛概面積

500ヘクターノレ。

（ニ.） Koh Reas (Kg. Thom州）

貯水池の貯水量250万立方メートノレ， 濯瓶面積

250ヘクタール。

（対 ThmarPouk (Kampot州〕

貯水池の貯水量20万立方メートノレ，濯i銃面積25

ヘクタール。

こうした水利事業の実施により， 1965年末現在

でのカンボジアにおける濯瓶面積総計は 7ガ 6450

ヘクタールとなったことになる。一方，冠海水・洪

水防禦面積は 1万 7770ヘクターノレに達した。これ

に沈泥濯瓶面積1方 8560ヘクタールを加えた全農

業水利関係面積は 11方2780ヘクターノレとなったの

である。いま， これら農業水利事業の成果につい

て，事業主体別， 形態別に分類表示してみると第

10表のごとくであり，これを独立以後の年次別変

還としてみると第11表および第2図のごとくであ

る。これによると， 1953年から1965年までの聞に

農業水利面積は 2倍以上に増大したが， とくに濯

瓶面積と冠海水・洪水防禦面積がおのおの約3倍

とχきく増大したことが知られる。これに対して，

沈泥濯i虹面積はほとんど増加を示していない〔注目〉

のが対照的である。 また最後に主要農業水利事業

の地理的分布状況を示しておくと， 第 3図のとお

りである。

第10表 1965年末のカンボジアにおける農業水利

事業の成果 （単位：へクターノレ）

態 l件数｜受益面積
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（出所〉 筆者調べ。

第11表 カンボジアにおける農業水利面積の推移

（単位；へクタール）

i 1953 1 1958 I l州 l1965 
濯概面積｜札ooo！払00017 4, 8751 76,450 
冠海水・洪水防禦面積 IG,000113,0001 17,7701 17,700 
沈泥潅瓶面積 ll7,oool17,ooo11s,5GOI 18,560 

農業水利総面積 149，川8，叫山叫12,780

〔出所〕 筆者調べ。第6, 10表などを中心に集計。
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第2図 カンボヅアにおける農業水利面積の推移
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一【i一一＋ー一一一一1953 1955 1958 1960 1964 1965 'I 

（出所） 第11表。

(It 1) Royaume clu Camhodge, I干andヤquiPe-

111rnt bie1111al 1956-1957, pp. 17, 28. 

（／よ2) Ministere du Plan, Royaume du Camh』

oclge, Le I'lan Q11inq11c1111al Preah Norodo111 Siha 

nouk 1960-1964, p. 13. 

（注3) 高橋保「カンボジ7 における農業水刑事業

の歴史的展開J（『アジア経済』，第8巻第11号，1967年

11 fj ), 39, 43ページ参照。

（注4〕 Kompo昭 Sn品， BatRocar, Lomchar 

もに高橋保， 40ベージ参照。

（注5) カンボジア農業省農業土木部資料， Mono-

graphie du. Reseau de Prey Chhor (juin 1962）に

よる。

（注6) Pech Bun Ret，“Le Reseau clu Barai 

Occidental，” Cambodge d'aujourd’＇Jwi, supplement 
trimestriel, No. 3 (1964) p. 28. 

（注7) カンボジア農業省農業土木部資料， Jo.;Jono-

graphie du Reseau d’irrigσtion du Barai Occiden-

tal (decembe 1959）による。なお PechBun Ret, 

p.29参Jl.q。
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(It 8) 高橋保， 42ベージ参照。

（住9) Research & Microfilm Publications, Inc., 

First Five-Y，配zrPlan of the Kingdom of Cambo・

dia, 1960-1964, pp .8～10. 

（注目） カンボシア農業省農業士木部資料， 1¥,10110-

graJうhiedu Resea,t de Prey Chhor (juin 1962) 十二

小乙。

（伎11) 永田i免三郎「カン，，j':ジアにおける労働不it

酒民運!lihの展開」（『7νア経済』，釘i2巻tp;3号，1961

年5月）， 101ベージ。

（「t:12) Royaume clu Cambodge, Bilanどlef’Oe-

uvre du Sangkum du 7eme au Bhne Congres 

National 1960, p.10. 

（注13〕 CharlesMeyer ed., Cambodge (Phnom-

Penh: Le Ministere cle l’information du Gouv巴rne-

ment Royal du Cambodge, 1962), p. 178. 

( i:tl4) カンボジア農業省農業土木部資料，Lapoli-

tique de l’eau du Sa11gku111, n. d.〔1966ff1月？〕，

p.5. 

（付；15) Royaum巴 duCambodge, Dilan J1resente 

au XIXρ Congr)s Nationale (1965), p. 26; Chuon 

Saocli，“La politique de l’eau depuis l’日V占nementdu 

Sangkum，＇’ KAMRUJA, Premi己re Anne No. 5 

(AoC1t 1965), p. 88. 

〔tU6) 沈泥濯慨が独u:fをあまり拡張きれなかった
のは，前同でもふれたように，この段の護慨プロジェ

クトのためにいっせいに多量の水が取り入れられるた

め，近t存刀波l氏との作＼Jに利害の衝突が起き，その調整
がむずかしいためだという。

III 国際プロジェクトによる農業水利

事業一一時メコン河総合開発計画の

展開一一

以上に紹介した農業水利事業はし、ずれもカンボ

ジアの国内プロジェクトとして計画・実施された

ものであるが， 近年この国においてはこうした圏

内プロジェクト以外に， カンボジアをはじめとす

るメコン河流域4カ国（タイ，ラオス，カンボジア，

南ベトナム〕が参加して 1957年に結成したメコン

委員会を中心とするメコン河総合開発計画があ



第3図 カンボジアにおける農業水利フaロジェクトの地理的分布

fl l'l AIJtJ.1J,::丸型

（出所） 筆者調べ。

り，農業水利事業もその重要な開発計画の一環

として採り上げられている。 メコン委員会は国連

ECAFEの準下部機構的存在で，国連をはじめ先

進諸国，機関から多大の資金的，技術的援助をう

けて， その活動も活発であり，これまで着実に成

果をあげてきている Ul'1) 0 カンボジア農業のため

の水のコントロールを考える場合， 究極的にはど

うしてもメコン河の水のコントロールを考えざる

をえなヤのであり， この点で，メコン河開発計画

の推進はカンボジア農業開発に貢献するところ多

大であるといわねばならない。

いま， こうしたメコン河総合開発計画のうち，

とくにカンボジア関係プロジェクトで農業水利開

発に関連をもつものを採り上げ， これまでの成果

をみると大約以下のごとくである。 これらのプロ

ジェクトはいずれも調査の段階で， 工事に着手し

たものは一つもない。

A 本流計画

（イ） サンボール（Sambor）計画（Kratie州）

首都プノンペンから北方150キロメートル，クラ

チエ（Krati正）市近傍の本流サンボーノレ地点に高さ

36メートル，堤長約29キロメートノレのダムを建設

し，最大出力62万5000キロワット（年開発電量46億

kwh）の発電を第1期の目標とするものである。し

かもこのダムの水を利用することによって舟航の

改善とともにダム下流域6万7000ヘクタールの濯

慨を意図している。この計画についての調査は日

本を中心に，オーストラリア， カナダ，フィリピ

ン， それに現地カンボジア政府が参加して行なわ

れてきたが， それらの調査結果を利用してまとめ

られる総合報告書の作成は日本が担当しており，

1968年中に完成される予定である。

（ロ） トンレ・サップ（TonleSap）計画（Kg.Chn-

nang11'1) 

カンボジアの太湖（GrandLac）とメコン河本流

を結ぶトンレ・サッフ。河に水門を設置し， この水
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門によってメコンデルタの洪水調節， 太湖の魚類

資源の保護， 舟航の改善，濯概用水の利用，デソレタ

下部塩害防止といった多目的をもっプロジェクト

である。 このプロジェク卜につヤてはかつて第1

次世界大戦直後の時代に調査されたことがある

が， 自然流下謹慨を行なうに卜分な勾配がないこ

と， 効果に比べて費用がかさみすぎる，などの理

由で濯概用としては適当でないと判断されたので

あったほ2）。近年の調査にはインドを中心にフラ

ンスフィリピン，国際原子力機構，メコン委員

会経済社会調査部などが参加しており， インドが

総合計画報告書を作成することになっている。

B 支流計画

何） プレク・トノット（PrekThnot）計画（Kg.

Speu州）

プノンベン西方70キロメートル，コンポン・スプ

ー外｜のプレク・トノット（PrekThnot）河にダムを

築き，最大出力1万8000キロワットの発電（年開発

電量3700万kwh）とダム地点より下流の両岸約9万

ヘクター／レの土地（Kg.Speu, Kand旦1,Takeoの3州

にまたがっている）を濯慨しようというプロジェク

トである。すでに設計完了，資金調達中（一部建設

作業が進行中）の段階にあるo類似の計画はすでに

1910年代末期に検討されたことがあったが〈注目，

フランス統治下時代にはついに実現をみなかった

のであった。

今次の計画では， ダムの発電部門のフィージピ

リティ調査は日本が， 濯i銃部門のそれはイスラエ

ノレが実施した。本濯蹴計画によって，雨季作の安

定および乾季作の導入が図られているが， このた

めにイスラエルが PilotFarm （約20ヘクタール）を

建設し， 1965年末より運営している借り。

（ロ） ノ号ツタンパン計画（Battarr

パツ夕ン市を経てトンレ．サップ湖に流入する
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Stung Sangkerのバッタンパン上流50キロメート

ルの地点に貯水タ守ムを設け，最大出力3万1500キ

ロワットの電力（年開発電量lf意見00方kwh〕を得

るとともに，パッタンパン上流20キロメートIレの

地点に分水ダムを設け，パッタンパン平原6万

8000ヘクターノレの濯慨を可能にしようとする多目

的ダム計画である。本計画は Banan計画として

戦前1930年ごろから開発が考えられ調査されてき

たプロジェクトである世5）。今次の調査では国連

特別基金の援功を得てフランスの SOGREAHが

フージビリティ調査を実施し，現在第l期工事に

要する経費すなわち外貨1000万ドソレおよび現地通

貨3億1000方リエノレについて見通しがつきしだ

い， 工事に着手の予定である。なお瀧概フ。ロジェ

クト用の実験農場をバッタンパンに建設すること

は国連特別基金の承認を得て建設中である。

以上にみられるとおり， メコン河開発計画のう

ちのカンボジア関係プロジェクトはいずれも調査

の段階であり， 建設工事に着手されたものは一つ

もない。ただプレク・トノット計調のごく一部が

着工されているが， これとても一部の土盛り工事

が上述の労働奉仕によって実施されただけで， 本

格的工事の開始を意味するわけではない。 メコン

河開発計画の達成には非常に多年の歳月を要する

のであり， その開発調査がやっと緒についたばか

りの現状からすれば， 関係諸計画の完成はなおか

なりの年月を経た先のこととなろう。

なお調査自体についても， これまでの調査が技

術的側面に集中された嫌いがあり，社会経済的側

面からの調査が著しく不十分である現状から， 今

後早急にこの面の調査を促進する必要があると思

われる山6）。こうした社会経済調査は， 単にメコ

ン開発計画のためのみならず， 広くこの地域諸国

の開発を考える場合には必ずその前提となるべき



必須のものなのである。

（注1〕 簡単には，メコン委員会を中心に，メコン

何総合開発計図の進捗状況を紹介した高橋保「メコン

委員会」（『アゾア経済』，第9巻第6号，1968年6月〉，

68～74ベージを参照されたい。関係重要文献としてっ

き’の3文献をあげておく。

(1) C. Hart Schaaf & Russell H. Field, The 

Lowe1・ Mekong: Challenge to Cooper・αtion in 

Southeast Asia (New York, 1963). 

(2) Indian Journal of Powe1・ and River Valley 

Development, Vol. XVI, The Mekong Project 

Number (Calcu仕a,1966). 

(3) W. R. Derrick Sewell & Gilbert F. White, 

The Lower Mekong: An Experime刀t仇 Inter・

national River Development (New York, 1966). 

（注2〕 高橋保「カンボジアにおける農業水利事業

の歴史的展開」（『アジア経済』第8巻第11号， 1967年

11月）， 38, 42ベージ。

（注3) 高橋保 r......歴史的展開J,42ベージ。
（注4〕 Directionde l’Agriculture, Division de 

la Statistique Agricole, Royaume du Cambodge, 

Bulletin de la statistique et des etudes agricoles, 

No. 8 (janvier～mars 1966), pp. 21～22. 

（注5) 高橋保「・…・歴史的展開」， 42ベーシ。

（注6〕 メコン河総合開発計画における社会経済的

側面の調査の必要性をもっとも重視L主張しているの

は GilbertF. White氏であり，氏を長とするミッシ

ョンの勧告（1962年1月〉によって，メコン委員会に

りピめて経済社会読査部が設置されたのであった。

N 現状での問題点と今後の課題

上述したところから明らかなように， カンボジ

アの圏内プロジェクトとして実施された農業水手｜］

事業の成果はまだまだ不十分であるが，一方， 国

際プロジェクトとしてのメコン河開発計画の関連

プロジェクトもその完成にはなお相当長年月を要

する状況にある。

そこでこうした現状から， 少なくとも当面lま，

既存の農業水利事業を動果的に維持運営し， また

圏内フ。ロジェクトとして実施可能な新規事業を次

次に推進することによって， この国の農業開発を

実効あらしめていくことが要請されてくる。その

ためにはいったい従来の農業水利事業におU、てみ

られたどのような点を改善すべきか， あるヤはま

たU、がなる点につヤて今後新たに留意すべきであ

るかなどについて， 以下に若干の考察を加えてお

くこととしfこい。

1. 基礎資料の整備

非常に多くの資金，技術，期聞を投入してなさ

九る水利事業におU、ては， 十分な信頼性に富む基

礎資料に裏づけられた計画の樹立が実施に当たっ

ての絶対の前提条件となることはいうまでもな

い。この意味で地形図，地籍図， 土地台帳，水文

．気象資料などの基礎資料の整備は現在もっとも

必要とされているところであるが，現実にカンボ

ゾアの場合をみると， それら基礎資料の整備がま

だまだ不十分である。 これらの資料はいずれも国

家的規模において， しかもかなり長年月にわたっ

て継続実施される努力によってはじめて得られる

ものばかりであるので， この国で早急にその欠を

補うことを期特することは困難であろうが， せめ

て緊急度の高い地域から整備を急ぎ， その後に順

次全国規模に到達する方式によって資料整備を行

なうことが望まれる。

その際，できれば一般的な上掲諸資料のほかに，

農業水利開発tこ当たって必須となる圏内各小河川

の利用可能性の調査資料（河JIIから取水して耕地へ導

水可能な水量，上流部で貯水可能なダム地点の有無，貯

溜することによる河川流量への影響，洪水発生の頻度と

量などに関する調査資料）または各地域耕地の必要

水量算出資料あるいは地下水賦存調査資料など

も，全国に散在する農業関係を中心とする試験研

究機関の協力によって整備する努力が望まれる。
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2. 新規プロジェクトの選定基準と開発方式の

拡大

今後農業水利の開発が急速にしかも大々的に推

進されることが強く望まれることはいうまでもな

いが， これには資金や技術の制約も大レにあるこ

とであるから， 実施プロジェクトの選定に当たっ

ては緊急度ならびに必要資金額が少なくてしかも

早期に効果が発現することなどを選定基準とし，

計画的にかつまた重点的に農業水利事業が実施さ

れるようにされなければならなk、と考えられる。

この点各州中心に行なわれる上述の中小規模デロ

ジェクトが今後大いに注目されるべきであろう。

この際とくに留意すべきことは，将来において，

前述したようなメコン河総合開発計画の実現によ

って大し、に影響が予想される地域についてさしあ

たりの水利開発を進めようとする場合には， 将来

メコン河開発計画による諸事業が具体化した時点

において， これらの水利開発がむだにならないよ

うに配慮を加えておく必要があるとし、うことであ

る。

そこで以上のことから， 今後のカンボジアにお

ける農業水利事業は， 地域的観点からいえば，や

はり現在の農業の中心地域に事業実施の重点がお

かれるべきこととなろう。新しい農地の開発はし

たがって現在の農業地域に対する水利事業に伴ヮ

てその拡張によって害1］に低いコストで開発できる

ような周辺地域をまず考慮すべきであろうと思わ

i Lる。

ところで， 今後のカンボジア農業水利開発にお

ける開発方式としては， 海岸地帯での塩水防禦，

大河川流域での洪水防禦用の囲段， 平野部での小

河川利用の溜池築造や濯i統網の造成なと， 従来の

開発方式が適地において技術的改良を加えながら

逐次拡大されていくものと思われるが， これら以
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外にも新しい方式の開発が試みられてしかるべき

である。筆者はカンボジア滞在中，同国農業土木

部長からフ。ノンペン南方のパサック（Da日ac）河後

背湿地の沼の一部と正直を利用して国立農業大学

の実験農場として予定している地域での概濯計画

を聞く機会があったが，それによると， 計画地を

一つの堤防で囲み， その内部をこっに仕切って一

方は雨季の増水を利用した貯水地とし，一方は氾

i監から保護されしかも年間を通じて水の供給をう

ける農耕地とする計画であるとし、うのであった。

こうした開発方式は従来のカンボジアの農業水利

開発におし、てはみられなかったものであるが， 非

常に効果的な興味ある方式であると思われ， 今後

どしどしこうした新しい開発方式が試みられるこ

とが望まれる。

さらに雨季においても天水以外に自然な状態で

は水が供給されない耕地に水を供給し， あるいは

乾季において圏内各所に散在する河川沼沢，水

溜りなどの水源を利用する場合には， ポンプ揚水

が有効な水利開発の一方法として考慮されるべき

であると思われる。ただポンフ。の利用については，

その機種，型，動力の種類，水源のおのおのの状態

に応じた設置， 運転の方法を考え，利用度の増大

にそなえる必要があり， カンボジアなどでは多く

可搬式小型ポン7＇の利用を考えることがより現実

的であると思われるが， 事実この国では近年，オ

ーストラリアからの援助としてヂーゼノレ・エンジ

ン駆動の可眼式小型ポンプが供与されたのを機

に，このポンフe揚7}c法が導入されつつある。将来，

機器類や電力・右油などの入手事情がしだし、に改

善されるようになれば， この方式はこの国で大い

に伸びることと思われ， それにより，これまで開

発の進まなかった高位部の開発が進み， また地下

水利用の道を聞くことにもなるものとして期待さ



t1,る。

3. 既存水利施設の状況把握

農業水利開発を進めるに当たっては新規プロジ

ェクトによって施設の新設を行なうことももちろ

ん重要であるが， 同時に一方において既存の水利

施設の補修・更新も大いに考慮されなければなら

ないと考えられる。なぜなら，このような事業は

比較的少額の費用で， 工事の期間も割合短期間で

終えることができ， かつその効果も早急に発揮し

うるものであるからである。

なおこのような補修・更新事業を計画的に進め

るためには，現存の水利施設の実態をよく調査し

てその台帳を作成し，何処にどのような規模の水

利施設があり， それが現在どのような状態にあり

補修を必要とするかどうか， どれだけの能力をも

っているかなどを明らかにしておく必要がある。

ところが筆者の現地での経験によれば， カンボジ

アの場合， 必ずしもこれがうまくできあがってU、

るとはいい難いのである。

さて，このような資料をもととして， つぎの段

階の作業として，補修・更新計画を作成し逐次実

行に移していくわけである。このような作業は中

央政府の指導・援助のもとに， 部也の実情をもっ

ともよく把握しうる各州が中心となって行なうの

がもっとも能率的ではないかと思われる。

4. 維持管理組織の育成

謹措置排水施設を建設しても， それが農業生産に

結びつかなければ意味がない。 ところがカンボジ

アにおける水利施設利用の現況をみるとまさしく

そうした問題に大きく直面しているのである。

カンボジアでは大規模な農業水利工事について

は受益者負担がまったく課されていない。また建

設工事後の水路や構造物の維持補修は政府＝農業

土木部が直接に担当しており， 受益者側には水利

組合もなければ水利費を負担することもないので

ある。このことは農業水利事業が農民側自身の自

覚にもとづく自主的な要求にしたがってなされる

のではなく， まったく上から与えられる政府事業

として実施されていることをよく示している。 し

たがって農民は完成された施設に対しても自分た

ちの水路であり施設であるとの自覚がないためそ

れを利用することもなく， また施設の維持管理に

も無関心である。農民が自分の回に水を引くため

に勝手に水路をこわしたり，水牛に水浴びさせた

り，水路を横切らせたりして，施設や水路状況が

急速に悪化している例が多くみられるのはそのた

めである。

ではこうした事態．をなくして，施設の効率的な

利用化を進めるためにはどのようにすべきであろ

うか。何よりもまず水利施設の台帳を整備して，

維持管理の方針を確立するとともに，耕作農民が

直接関与するかたちでの維持管理組織の育成が必

要であると思われる。耕作者自身がその労働もし

くは資金を提供すること（受益者負担〉によって，

施設に対する連帯感を強めることが， 水利施設に

対する積極的な利用の意欲につながることを考慮

すべきであろう。そうした農民の自主的組織の育

成の場としては末端水路の造成・管理がもっとも

適当であろうと脅えられる。

カンボゾアでの水利プロジェクトをみると，タ

ィ〈注1)などと同様，政府の手になるいずれのプロ

ジェクトもが幹線・支線水路の掘削までで終わっ

ており，農民の個々の生産の場である圃場までの

水路， つまり末端水路が造られないままに放置さ

れているのであり， これが水利施設が十分に利用

されえない重要な原因の一つになっているのであ

る。そこで今後の問題としては，この末端水路造

成についても政府が最後までめんどうをみるか，
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あるいは政府の援助・指導のもとにその造成・管

理を受益者農民に任せる方向で進めていくか， ど

ちらかであろうが， 筆者は後者の道を選ぶべきだ

と考える。農民の資力，技術などから考えて，幹

線水路や施設の維持・管理は少なくとも当分の聞

は従前どおり政府に委ねざるをえないとして，少

なくともこの末端水路の造成と管理は農民の自主

的な組織によって運用されるべきであり， それは

けっして不可能なことではないと思われる。

ただそれには，農民の貧弱な資力，農業技術や

一般教育水準の低さ，農民間の協同意識の弱さ，

土地所有制度， 土地利用慣行など阻害条件も多い

ので，相当長期聞にわたる農業改良技術や経営に

ついての農民への指導が必要であることはいうま

でもない。

筆者がカンボジア農業省農業土木部で調査した

ところによると，カンボジア政府は BaraiOcci-

dental, Prey Chhor, Prey Nopなどの湛概網地帯

造成に当たって，施設建設と並行的に受益地帯の

農民に対して施設完成後の営農指導（展示農場設

置，施肥農業導入へのPR映画，営農法の巡回指導〕な

どをある程度行なったようであるが， ついに十分

な成果をあげえずに終わっている。そして施設完

成後相当の年月を経た最近に至っても施設の合理

的利用はほとんどなされていない実情にかんがみ

位幻，改めて事態の改善に努力しはじめたようで

ある。

カンボジア政府は現在， そのための組織として

水利網利用維持委員会および専門技術分野別の下

部委員会なるものを組織している。たとえばBarai

Occidental謹瀧網の場合は中央委員会の下に七

つの下部委員会があり， PreyChhor擢概網の場

合は中央委員会の下に三つの下部委員会をもち，

Prey Nop地帯の場合は中央委員会の下に五つの
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下部委員会があるといったぐあいである位3＼早

急に効果を期待することは無理であろうが， 今後

ともこの種の努力をさらに積極的にしかも継続し

て実施し，漸次農民の水利用に対する意識向上を

促がす方向に進むぺきであろう。

5. 妓術者の養成

最後に， カンボジアの農業水利事業の促進にと

って緊急に必要な措置として技術者の養成をあげ

ておきたい。農業水利事業を円滑に実施するため

には，確かに資金が必要であるが技術も絶対重要

である。植民地支配下から独立して聞もないカン

ボジアには既成の農業水利に関する技術者がきわ

めて少なく， これまでもフランス，アメリカなど

の技術者から援助をうけてきた面も多かったが，

技術者の養成はけっして短時日にして可能なもの

ではないことを考え合わせれば， 早急に対策が考

えられなければならないであろう。その際とくに

現地調査， ffllj量，設計， 工事の実施などは一定水

準に遣した初・中級技術者の相当数の確保が絶対

に必要である。現在カンボジアでも農業大学にお

いて農業土木の技術者を年間10人程度の割合で養

成しているが， 今後の農業水利事業の拡大の必要

性からみてもっと多数の技術者を確保することが

必要のように思われる。

濯瓶排水施設の計画はとくにその土地風土との

調和が必要であり， この点からも現地事情に詳し

いカンボジア人技術者による独自の技術の開発な

ど， 大いにその活躍が期待されるところである。

（注1) 本岡武「東南アジアにおける政治的，経済

的，社会的要因と水資源開発」（『東南アジア研究』， 3

巻4号， 1966年3月）， 15～19ベージ。同 rjrイ農業
における生産基盤の整備一一ーとくに末端水利組織と土

地改良協同組合との関係についてー←ー」（『東南アジア

研究』， 4巻3号， 1966年12月〕， 107～130ベージ。安

芸殴ー「東南アジアにおける水利開発の問題点につい



て」（『葉市アジア研究JI, 3巻l号， 1965年6月）， 58 

へーシ。

（注2) Pech Bun Ret “Le Reseau du Barai 
Occidental，＇’ Cambodge d'aujourd’'hui, supplement 

trimestriel, No. 3 (1964), p. 28には BaraiOccidental 

濃瓶納受益地での調査結果として，雨$1毛作農家

37.97号も，雨季と乾季の2毛作を？？なう農家58.74%,

乾季1毛作農家3.29%としているが，同時j叫に現地を

何度も調査したことのある筆者の経験からみて，この

2毛作農家の比率は相当の過大評価だと足、う。

（注3) カンボジア農業省農業土木部資料， Lapo・

litique de l'eau du Sangkum, n. d.〔1966年1月？〕，

p.8.このうち農業技術部門についてレえば， Barai

Occidentalではとくに緑肥使用，作物の附作法など仁

指導の効果がみえ， PreyChhorの場合にはサトウキ

ピの奨励などによって作物の多様化が図られていると

b、う。
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小稿で明らかにしえたところからも， カンボジ

アでこれまでに実施された農業水利事業の成果は

けっして満足すべきものとはいえないことが判明

した。それらの関係プロジェクトのほとんどが雨

季米作における用水補給かあるいは乾季稲用の濯

i慨が手一杯というところで， せっかく恵まれた日

光と高温という好条件にもかかわらず， いまだに

乾雨季の米作2毛作という目的達成にはほど遠い

状況にある。またこの米とともに輸出農産物とし

て重要な地位を占めるトウモロコシをはじめ綿

花，砂糖キピ， 大豆，ゴマなどのための畑地瀧瓶

に至っては， ほとんど手がつけられていない状態

だといってよい。

この国の水のコントローノレの問題は究極的に

は，前述したメコン河の総合開発の完成まで待た

なければならないことは確かであるが， だからと

いって相当先のことと考えられるその時機まで，

手を挟いていてよいということはけっしてない。

とくにこの国では 1963年末のアメリカ援助拒否や

その直後に実施された経済改革以来， 対外的には

依然として従来からの中立政策を採る一方，経済

面においては基本的には自力更生による経済建設

を図るという立場を採っているのであるが， そう

した自力更生政策を財政的に裏づけうるものは，

農業生産をおいてほとんどほかには存在しないの

である。 ところが現実にはこの国の農業生産は近

年必ずしも順調に発展しているとはいえず， その

伸び悩みの原因は多くは自然条件（水の量とタイミ

ング）の不利に帰せられている。つまりこの国の

農業は現在も依然として全面的に自然条件に依存

してし、る状態を続けているわけである。農業水利

事業こそは， そうした自然条件への全面依存から

脱却して農業生産の安定・増大を図るための基盤

整備の最重要のものにほかならず， ここに近年の

この国における農業水利事業のいっそうの重要性

が明らかとなろう。

カンボジアが今後自力によるいっそうの努力を

続ける一方で， ヒモのつかない友好諸国からの援

助を受け入れながら，農業水利事業を含む農業開

発の歩みをいっそう強力に継続していくことを期

待したい。

（調査研究部）
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